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野
崎
　
審
也 
議
員

平
成
26
年
度
予
算
編
成

基
本
方
針
か
ら

問　
４
月
に
市
長
は
任
期
最
後

の
年
を
迎
え
る
が
課
題
は
。

市
長　
平
塚
に
住
ん
で
よ
か
っ

た
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
に
、
私
の
思
い
を
市

民
に
発
信
し
、
共
有
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
る
。

問　
87
項
目
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

の
検
証
は
行
う
の
か
。

市
長　
任
期
最
後
の
年
の
夏
か

ら
秋
に
か
け
て
、
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
の
外
部
評
価
を
考
え
て
い
る
。

問　
本
市
の
財
政
状
況
と
中
長

期
の
財
政
見
通
し
を
伺
う
。

市
長　
一
定
の
健
全
性
を
確
保

し
つ
つ
も
、
地
方
財
政
制
度
の

見
直
し
に
よ
る
影
響
で
先
行
き

は
不
透
明
な
状
況
で
あ
る
。
少

子
高
齢
化
に
伴
う
扶
助
費
や
３

大
事
業
な
ど
の
市
債
を
償
還
す

る
た
め
の
公
債
費
、
既
存
の
施

設
の
長
寿
命
化
の
た
め
の
経
費

が
増
大
す
る
と
思
わ
れ
る
。

時
間
外
勤
務
手
当

問　
平
成
24
年
度
の
市
職
員
の

時
間
外
勤
務
手
当
の
支
給
額
は

10
億
５
０
０
０
万
円
で
あ
る
。

時
間
外
勤
務
削
減
事
業
の
取
り

組
み
や
課
題
を
伺
う
。

市
長　
「
ノ
ー
残
業
デ
ー
」
の

拡
大
、
時
間
外
勤
務
の
届
け
出

の
徹
底
、
夏
期
の
早
出
勤
務
な

ど
を
行
い
、
取
り
組
み
の
周
知

を
徹
底
し
た
。
平
成
22
年
度
と

比
較
し
て
全
体
で
約
５
４
０
０

万
円
削
減
で
き
た
が
、
削
減
で

き
て
い
な
い
部
署
も
あ
る
。

問　
数
年
連
続
で
時
間
外
勤
務

の
多
い
部
署
が
複
数
あ
る
が
、

改
善
策
を
伺
う
。

総
務
部
長　
専
門
的
な
職
種
で

は
人
材
の
確
保
を
図
る
な
ど
、

人
員
配
置
や
業
務
の
見
直
し
な

ど
を
考
え
て
い
る
。

問　
年
間
９
０
０
時
間
を
超
え

る
時
間
外
勤
務
を
す
る
職
員
が

数
人
い
る
。
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

面
の
問
題
は
な
い
の
か
。

総
務
部
長　
月
80
時
間
を
超
え

る
時
間
外
勤
務
を
し
た
職
員
に

は
、
保
健
師
や
産
業
医
が
面
接

指
導
を
し
て
い
る
。

住
み
た
い
ま
ち
平
塚

ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
計
画

問　
ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
整
備
推
進

事
業
の
本
市
の
目
的
や
位
置
づ

け
を
伺
う
。

市
長　
ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
は
神
奈

川
県
が
県
土
の
南
の
ゲ
ー
ト
と

し
て
計
画
中
の
事
業
で
、
本
市

は
こ
れ
を
総
合
計
画
や
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
に
位
置
づ
け
、
市

の
「
北
の
核
」
と
捉
え
て
い
る
。

新
幹
線
新
駅
や
広
域
自
動
車
道

へ
の
ア
ク
セ
ス
の
利
便
性
を
生

か
し
た
新
た
な
産
業
や
業
務
機

能
の
集
積
を
目
指
し
、
居
住
人

口
３
３
０
０
人
、
従
業
人
口
６

０
０
０
人
を
想
定
し
て
い
る
。

問　
固
定
資
産
税
や
都
市
計
画

税
な
ど
の
税
収
増
加
分
を
財
源

と
す
る
Ｔ

※

Ｉ
Ｆ
の
手
法
で
経
済

波
及
効
果
を
算
出
す
る
と
、
完

成
後
の
経
済
効
果
は
年
間
約
８

佐
藤
　
貴
子 

議
員

男
女
共
同
参
画
の
推
進

問　
本
市
の
行
政
運
営
に
お
け

る
女
性
参
画
推
進
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
は
、
本
市
の
「
行
財

政
改
革
実
施
計
画
」
に
も
示
さ

れ
て
い
る
が
、
目
標
の
達
成
は

難
し
い
状
況
で
あ
る
。
将
来
を

見
据
え
て
、
実
績
を
積
み
上
げ

て
い
く
た
め
に
、
男
女
共
同
参

画
の
主
管
課
が
一
歩
踏
み
込
ん

だ
管
理
体
制
を
敷
く
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

市
民
部
長　
各
課
長
と
男
女
共

同
参
画
推
進
担
当
者
を
集
め
て

研
修
会
を
開
い
た
り
、
職
員
へ

の
情
報
提
供
を
し
た
り
し
て
い

る
。
課
題
を
抽
出
す
る
た
め
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
解
決

に
向
け
た
対
策
を
考
え
て
い
る
。

問　
市
民
団
体
や
経
済
分
野
の

団
体
な
ど
に
向
け
て
は
、
ど
の

よ
う
に
啓
発
し
て
い
る
の
か
。

市
民
部
長　
自
治
会
に
は
会
合

に
出
向
き
啓
発
し
て
い
る
。
経

済
団
体
か
ら
は
、
平
塚
市
男
女

共
同
参
画
推
進
協
議
会
に
お
い

て
、
経
済
分
野
の
視
点
に
立
っ

た
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

成
年
後
見
利
用
支
援

セ
ン
タ
ー
の
設
置

問　
平
成
26
年
度
中
に
設
置
す

る
成
年
後
見
利
用
支
援
セ
ン

タ
ー
の
現
状
と
課
題
を
伺
う
。

福
祉
部
長　
今
年
度
は
同
セ
ン

タ
ー
の
「
設
置
懇
話
会
」
を
開

催
し
、
そ
の
機
能
や
体
制
な
ど

に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
て
い

る
。
こ
れ
と
並
行
し
て
県
や
社

会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
、
市

民
後
見
人
の
養
成
な
ど
具
体
的

な
事
業
に
も
着
手
し
て
い
る
。

こ
の
制
度
の
利
用
支
援
の
形
態

は
、
人
口
や
財
政
基
盤
な
ど
に

よ
り
自
治
体
ご
と
に
異
な
る
た

め
、
本
市
の
実
情
に
見
合
っ
た

体
制
を
作
っ
て
い
く
。併
せ
て
、

市
民
に
対
す
る
制
度
の
普
及
・

啓
発
を
す
る
こ
と
が
現
状
の
課

題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問　
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
啓

発
を
し
て
い
く
の
か
。

福
祉
部
長　
本
市
と
平
塚
市
社

会
福
祉
協
議
会
、
高
齢
者
よ
ろ

ず
相
談
セ
ン
タ
ー
、
障
が
い
者

相
談
支
援
事
業
所
に
お
い
て
研

修
会
を
実
施
し
た
。
セ
ン
タ
ー

設
置
後
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

や
マ
ス
コ
ミ
を
通
し
た
広
報
活

動
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
市
民

向
け
の
普
及
・
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
、

親
族
後
見
受
任
者
な
ど
を
対
象

に
し
た
研
修
や
交
流
会
、
金
融

機
関
を
含
む
企
業
を
対
象
に
し

た
出
前
講
座
な
ど
を
開
催
す
る

予
定
で
あ
る
。

市
の
広
報
活
動
と

情
報
伝
達
の
あ
り
方

問　
厚
木
市
で
は
予
防
接
種
や

夜
間
診
療
な
ど
の
案
内
と
社
会

福
祉
協
議
会
の
機
関
紙
を
市
の

広
報
と
一
緒
に
配
布
し
て
い

る
。
福
祉
や
健
康
に
関
す
る
こ

と
は
、
市
民
全
体
の
利
益
と
な

る
こ
と
か
ら
、
本
市
で
も
同
様

の
方
法
は
と
れ
な
い
か
。

企
画
政
策
部
長　
本
市
の
広
報

紙
「
広
報
ひ
ら
つ
か
」
に
は
、

「
議
会
だ
よ
り
」
や
災
害
対
策

の
地
図
な
ど
を
折
り
込
ん
で
い

る
。
効
率
的
、
効
果
的
な
印
刷

や
配
布
を
す
る
必
要
は
あ
る

が
、
対
象
や
目
的
の
違
い
な
ど

の
課
題
も
あ
る
。
他
市
の
事
例

を
研
究
し
、
効
果
的
で
経
済
的

な
広
報
活
動
を
検
討
す
る
。

場
合
や
管
理
者
の
都
合
が
悪
い

場
合
に
市
民
の
声
が
埋
も
れ
て

し
ま
う
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
。

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
仕
組
み
づ
く

り
が
必
要
で
は
な
い
か
。

企
画
政
策
部
長　
指
定
管
理
者

制
度
は
、
施
設
の
管
理
運
営
自

体
を
管
理
者
に
任
す
の
で
管
理

者
が
責
任
を
持
っ
て
行
う
こ
と

が
原
則
だ
が
、
管
理
者
に
丸
投

げ
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、

市
と
し
て
し
っ
か
り
管
理
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
理

解
し
て
い
る
。
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

の
精
度
を
上
げ
て
い
く
こ
と
も

検
討
し
て
い
く
。

問　
一
方
で
、
チ
ェ
ッ
ク
を
強

化
し
す
ぎ
る
と
、
指
定
管
理
者

が
管
理
を
し
づ
ら
く
な
る
。
管

理
業
務
を
し
や
す
く
、
チ
ャ
レ

ン
ジ
を
し
て
い
け
る
よ
う
な
環

境
づ
く
り
を
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

企
画
政
策
部
長　
規
制
を
で
き

る
だ
け
少
な
く
す
る
よ
う
努
め

る
。
ま
た
、
自
由
に
や
っ
て
、

結
果
が
悪
か
っ
た
の
で
あ
れ
ば

改
善
さ
せ
る
仕
組
み
を
考
え
て

い
く
。

年
間
を
通
し
て
七
夕
を

感
じ
ら
れ
る
ま
ち

問　
本
市
の
観
光
行
政
に
お
い

て
「
年
間
を
通
し
て
七
夕
を
感

じ
ら
れ
る
ま
ち
」
の
さ
ら
な
る

強
化
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
、

取
り
組
み
は
あ
る
か
。

産
業
振
興
部
長　
七
夕
ま
つ
り

の
期
間
以
外
の
取
り
組
み
と
し

て
、
紅
谷
町
ま
ち
か
ど
広
場
へ

の
七
夕
ま
つ
り
の
バ
ッ
ク
パ
ネ

ル
の
設
置
や
、
湘
南
ス
タ
ー

モ
ー
ル
商
店
街
振
興
組
合
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
七
タ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
湘
南
ひ
こ
ま
る
く
ん
」
と
「
ひ

ら
つ
か
ナ
ナ
姫
ち
ゃ
ん
」
の
活

用
、
七
夕
ま
つ
り
を
デ
ザ
イ
ン

し
た
下
水
道
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
の

使
用
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
平
成

25
年
７
月
に
は
、
平
塚
青
年
会

議
所
と
Ｊ
Ｒ
平
塚
駅
の
尽
力
に

よ
り
、
平
塚
駅
の
発
車
メ
ロ

デ
ィ
が
「
た
な
ば
た
さ
ま
」
に

変
更
と
な
り
、
市
民
に
好
評
な

こ
と
か
ら
、
こ
れ
と
合
わ
せ
て

平
塚
駅
構
内
に
七
夕
飾
り
を
常

設
す
る
た
め
の
費
用
を
今
回
の

補
正
予
算
案
に
計
上
し
た
。

問　
観
光
事
業
を
打
ち
出
す
戦

略
に
は
、
分
か
り
や
す
さ
、
イ

メ
ー
ジ
の
し
や
す
さ
が
大
事
で

あ
る
。
観
光
事
業
の
軸
を
し
っ

か
り
持
っ
て
、
産
業
振
興
の
計

画
を
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
。

産
業
振
興
部
長　
し
っ
か
り
盛

り
込
み
、
振
興
計
画
の
改
定
、

見
直
し
の
中
で
こ
れ
か
ら
の
観

光
の
道
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。

億
円
、
10
年
で
80
億
円
と
試
算

さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
投
資
効

果
に
対
す
る
見
解
を
伺
う
。

都
市
整
備
部
長　
Ｔ
Ｉ
Ｆ
だ
け

で
な
く
、
投
資
効
果
や
消
費
効

果
な
ど
も
含
め
、
全
体
で
考
え

た
い
。

問　
県
の
行
政
施
設
を
大
神
地

区
に
移
転
さ
せ
る
計
画
も
あ
っ

た
と
聞
い
て
い
る
が
ど
う
か
。

市
長　
政
令
指
定
都
市
の
横
浜

市
に
県
庁
が
な
く
て
も
よ
い
と

の
議
論
は
あ
る
が
、
今
県
央
へ

の
移
転
を
目
指
す
段
階
に
な
い
。

問　
寒
川
町
に
は
県
の
事
務
所

が
あ
る
が
、
大
神
地
区
に
は
な

い
。
県
と
の
連
携
強
化
の
意
味

か
ら
も
駐
在
事
務
所
の
設
置
を

強
く
要
望
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

都
市
整
備
部
長　
意
見
を
県
に

伝
え
る
。

問　
通
称
「
パ
イ
ロ
ッ
ト
線
」

の
延
伸
に
つ
い
て
伺
う
。

土
木
部
長　
平
成
28
年
度
に
改

正
さ
れ
る
県
の
道
路
計
画
に
位

置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
、
伊
勢
原

市
と
連
携
し
、県
に
要
望
す
る
。

数
田
　
俊
樹 

議
員

指
定
管
理
者
制
度

問　
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入

し
て
い
る
施
設
に
お
い
て
、
市

は
施
設
利
用
者
の
声
を
ど
の
よ

う
に
把
握
し
て
い
る
の
か
。

企
画
政
策
部
長　
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
を
目
的
に
、
指
定
管

理
者
に
よ
る
施
設
利
用
者
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
を
年
に
１
回
以
上

行
っ
て
い
る
。

問　
管
理
者
自
ら
が
行
う
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
不
正
が
あ
っ
た

質総
問括
主な質問と答弁

12
月
定
例
会

市議会ホームページ

清

風

ク

ラ

ブ

　市議会ホームページには、会議の日
程、議案の一覧や審議の結果などを掲
載しています。音声版「声の議会だよ
り」を聞くこともできます。

議員研修会を開催

　本会議や委員会の内容を記録した会
議録は、市役所1階の市政情報コー
ナーや各地域の公民館、各図書館で閲
覧できます。
　市議会ホームページには、本会議や
その他の会議の詳細な内容を掲載して
います。 ▶▶▶

詳 しく知るなら

12月定例会の会議録の
閲覧は2月中旬から。

会 議 録

※ＴＩＦ（Tax Increment Financing）：開発事業による固定資産税などの増収を見込んで、その開発事業を行うための資金を調達する手法。

　平塚市議会
では、意思決
定機関とし
て、行政への
政策提案など
さまざまな役割を担うため、研修
活動を行っています。
　１月21日には、「これからの自
治体経営―民と官の連携における
議会の役割」をテーマに、中央学
院大学社会システム研究所の福嶋
浩彦教授を招いた研修会を開催。
熱心に耳を傾けました。

平塚市議会 検索⬅

ご覧ください


